
 

令和 5(2023)年度日本歴史研究専攻授業計画 

授業名 民俗誌研究 

担当教員 青木隆浩 

授業概要 

近現代の在来産業もしくは中小企業，自営業の経営・技術・労働者の生活などについて，

重要な既存研究の成果を再確認し，論点を整理しながら，今後論文を書くために必要な

視点や研究手法を検討していく。また，商家や企業が労働者や消費者に与えた生活様式

の変化や，それに対する価値観の問題についても議論する。授業は演習方式とする。 
 

教育目標・

目的 

論文を書くのに必要なフィールドワークや統計データ，文字資料などを用いた様々な研

究手法について検討していく。 

成績評価 発表内容（70%）と質疑応答（30%）によって評価する。 

授業計画 

1.授業の計画について 9. 社会移動に関する研究① 

2.在来産業の研究史① 10.社会移動に関する研究② 

3.在来産業の研究史② 11.労働者の福利厚生について① 

4.在来産業の研究史➂ 12.労働者の福利厚生について② 

5.伝統的産業技術の研究① 13.産業に対する倫理や価値観の問題① 

6.伝統的産業技術の研究② 14.産業に対する倫理や価値観の問題② 

7.労働力移動に関する研究① 15.まとめ 

8.労働力移動に関する研究②  

実施場所 演習室・研修室 使用言語  日本語 

前期・後期

の別 
通年 対象年次 ３，４，５ 単 位 数 ２単位 

教科書・ 
参考図書 

随時紹介する。 

備考  

 


